
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                      

2020年 10・11月号  NO．468 

日本共産党江南市委員会 電話 55-9890 

 

9 月定例会最終日、布袋駅東複合公共施設の設計施工一括契約など

を賛成多数で可決。日本共産党議員団は、以下の理由で反対しました。 

布袋駅東複合公共施設の事業者は、東証一部上場の不動産関係総合

企業「スターツコーポレーション」グループ。スターツは、市街化区

域に編入の計画がある布袋駅東地域一帯の住宅開発に今後進出する

ことを狙い、この事業に手を挙げたことを明らかにしています。 

 

新図書館は待ち望んだ市民にとって嬉しい反面、民間主導のＰＰＰ

/ＰＦＩ的手法のために、情報公開と市民参加が欠落。図書館に対す

る関心を高めるせっかくの機会も生かされませんでした。 

車に乗れない方からは、新施設まで行く交通手段がない、巡回バス

をとの強い要望が出ていましたが、この声にも全く応えていません。 

 

巨額の事業費（消費税込み） 

契約額（上表）は、あまりに高額。エレベーター５基やエスカレー

ター２基もの過剰な設置、最新ＩＣＴ機器など贅沢すぎる設備も事業

者提案で盛り込まれ、必要なものに絞った仕様になっていません。 

維持管理業務費は、光熱水費や人件費等運営費を全く含まない額

で、同規模の類似施設、みよし市「サンライブ」（図書館学習交流プラザ。

延床面積 7093 ㎡。鉄筋コンクリート造。地下 1 階地上 3 階建て）と比較し

ても高すぎます。 

参入予定事業者との事前対話等を通して市側が譲歩を強いられ、事

業者が最大限の利益を得た格好です。ＰＰＰ／ＰＦＩ的手法の弊害が

はっきりと表れました。 

 コロナ禍で暮らしと営業は窮地に陥っています。くらし支援を優先

させる時です。市税収入が大きく落ち込むことも必至。老朽化が著し

い学校給食センターや老人福祉センターの建て替えを優先するべき

です。 

多くの自治体が、財政悪化と先行き不透明を理由に、大型事業の延

期を決めています。コロナ禍が落ちつき、地域経済と市民生活が通常

の状態に復活するまで事業を延期し、あらためて江南市の身の丈にあ

った複合公共施設に、市民参加で練り直すべきではないでしょうか。 

日本共産党江南市議員団HP⇒ 

自宅待機者に食料品等の
宅配が実現 

PCR 検査陽性の人や濃厚接触者で、

自宅療養・待機となった人には、市へ申

し入れすれば、10 月から食料品や日用

品などの買い物を、市の職員が代行して

行う制度ができました。日本共産党市議

団から要望したことが実現しました。 

 

インフルエンザ予防接種、65才以上は
無料に。子どもにも助成を！ 
 

この秋、冬は例年以上にインフルエンザワクチン接種

の必要性が高まっています。厚労省は 65 才以上の高齢

者、基礎疾患のある人、妊婦、小学２年生以下の子ども

は優先的に接種をと呼びかけています。 

今年は愛知県の助成で 65 歳以上は無料になりまし

た。妊婦や子どもへの助成を新たに打ち出した自治体も

あります。 

江南市では、昨年３月議会で「子どものインフルエン

ザワクチン助成」の請願が全会一致で採択されたにもか

かわらず「高齢者優先で、子どもへ助成するとワクチン

が不足する可能性が高い」として未だに助成が実現して

いません。妊婦、子どもへの助成を！の声を大きくして

いきましょう。 

 

 

PCR等検査センターを尾北地区に 

 

新型コロナウイルスと秋、冬のインフルエンザ

との同時流行が心配です。 

日本共産党市議団は８月、市長に対し「PCR 等

検査の拡充を求める申し入れ」を行い、尾北地区

に PCR 等検査センターを作ることを県と尾北医

師会に申し入れるよう要望しました。 

市議会に対しても「県に PCR 等の検査の拡充

を求める意見書」の提出を提案しましたが、他会

派の賛同が得られず、提出できませんでした。 

 

江南市は来年度から 8 億円もの事業スクラップ＆ビルドを始め

ると発表。厳しい財政状況のため、既存事業の大胆なスクラップで、

新たな事業（ビルド）の財源を作りたいとしています。8 億円のス

クラップ額の割り当ては、教育福祉関係が半分以上占めており、市

民サービスの切り捨てに直結しかねません。 

 

契約額
みよし市図書館学習交
流プラザ(サンライブ）

施設整備費 43億7767万円 29億8500万円

維持管理業務費 年、約7000万円  3074万円（2018年度）

駐車場代金(30年間） 2億5660万円 0円（市管理のため）


